
【企業概要】
所在地 福岡市東区

馬出１の の 、
社長 沢井

博美氏 従業員
人 売上高 億円
（ 年 月期） 設立

年７月 ＵＲＬ

製
品
紹
介

雑草アタック
伝
統
と
機
能
性

　
遊
歩
道
や
植
樹
周
辺
に
施

工
す
る
防
草
材
。
主
原
料
は

数
種
類
の
天
然
土
や
、
国
内

の
海
水
か
ら
抽
出
し
た
に
が

り

酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

な
ど
自
然
素
材
だ
け
。
環
境

負
荷
が
少
な
く
風
合
い
が
自

然
な
た
め
、
史
跡
で
利
用
し

て
も
雰
囲
気
を
損
ね
な
い
。

伝
統
に
機
能
性
を
加
え
た

「
現
代
版
土
間
」
だ
。

　
林
の
整
備
と
同
時
に
廃
材

資
源
化
に
な
る
。
売
り
上
げ

の
一
部
も
里
山
保
全
活
動
に

還
元
。

年
に
九
州
地
域
環

境
・
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
交
流

プ
ラ
ザ

Ｋ
―
Ｒ
Ｉ
Ｐ

主

催
の
「
九
州
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
優
秀
賞
」
を
受
賞
。

１
０
０
年
企
業
目
指
し
意
識
改
革

日本乾溜工業

沢さわ井い博ひろ美み社長

　
―
２
０
１
５
年
９
月
期
を
最
終
年

度
と
す
る
中
期
経
営
計
画
が
走
っ
て

い
ま
す
。

　
「
１
０
０
年
企
業
を
目
指
し
た
足

場
づ
く
り
で
あ
り
、
１
０
０
年
続
け

ら
れ
る
企
業
に
向
け
た
ギ
ア
チ
ェ
ン

ジ
だ
。
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
る

の
で
な
く
、
先
を
見
て
動
く
こ
と
を

求
め
て
い
く
。
基
本
的
な
こ
と
や
ハ

ン
グ
リ
ー
さ
が
必
要
で
、
上
に
立
つ

人
間
が
変
わ
る
覚
悟
で
や
る
。
言
っ

て
で
き
な
い
人
間
は
管
理
職
で
も
代

え
て
い
く
」

　
―
政
権
交
代
で
公
共
工
事
が
増
加

す
る
見
込
み
で
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ

と
い
う
状
況
の
真
反
対

に
な
る
。
東
日
本
大
震
災
や
昨
年
末

の
山
梨
県
で
の
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
崩

落
事
故
な
ど
で
、
社
会
の
意
識
は
変

わ
っ
た
。
今
後
は
必
要
な
工
事
は
必

要
だ
、
と
い
う
社
会
に
な
る
。
当
社

は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
交
通
安
全
施

設
工
事
や
法
面
工
事
と
い
っ
た
安
全

の
り

の
た
め
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
。
よ

り
一
層
プ
ロ
と
し
て
責
任
を
持
つ
」

　
―
建
設
業
界
は
価
格
競
争
に
疲
弊

し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
「
資
材
メ
ー
カ
ー
と
連
携
を
強
化

し
て
お
り
、
価
格
競
争
に
お
い
て
も

対
応
可
能
だ
。
一
方
で
今
後
は
売
れ

れ
ば
何
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
提
案
力
が
重
要
に
な
る
。
受

注
か
ら
施
工
ま
で
現
場
を
知
っ
て
い

る
当
社
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
的
に

自
治
体
な
ど
に
積
極
的
に
提
案
す
る

こ
と
で
、
完
成
後

の
現
場
を
よ
り
よ

く
で
き
る
。
自
分

た
ち
で
つ
く
り
あ

げ
る
こ
と
が
必
要

だ
」

　
―
提
案
力
強
化

に
向
け
て
具
体
的

に
ど
う
し
ま
す

か
。

　
「
新
規
分
野
へ

の
挑
戦
と
し
て
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
の
体
制
を
固
め
る
。
ト
ン
ネ
ル
や

橋
な
ど
各
地
に
老
朽
化
し
た
施
設
は

多
い
。
専
門
人
材
と
高
い
技
術
が
必

要
な
難
し
い
分
野
だ
が
、
さ
ら
に
大

き
く
伸
ば
し
て
い
く
。
ま
た
国
は
工

事
現
場
の
現
場
代
理
人
を
若
返
ら
せ

る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
当
社

も
新
入
社
員
を
若
い
う
ち
か
ら
現
場

に
出
す
。
若
手
の
教
育
は
支
店
に
ま

か
せ
て
い
た
が
、
本
社
が
主
導
権
を

持
つ
」

　
―
地
域
の
戦
略
は
。

　
「
九
州
新
幹
線
開
業
で
移
動
時
間

は
短
く
な
り
、
各
地
に
拠
点
を
置
く

意
味
が
問
わ
れ
て
い
る
。
他
地
域
か

ら
入
札
に
参
加
し
て
く
る
企
業
が
あ

る
。
た
だ
支
店
を
置
く
だ
け
で
は
だ

め
で
、
特
化
し
な
い
と
価
値
が
な
く

な
る
。
防
災
分
野
で
は
大
分
や
宮
崎

で
東
南
海
地
震
を
想
定
し
た
津
波
対

策
が
進
ん
で
い
る
。
工
夫
す
れ
ば
入

っ
て
行
け
る
部
分
が
多
い
。
も
う
一

工
夫
、
二
工
夫
に
取
り
組
む
」

　
―
安
全
衛
生
や
感
染
症
対
策
用
品

を
販
売
す
る
防
災
安
全
事
業
で
は
ど

う
で
す
か
。

　
「
先
を
読
ん
で
い
れ
ば
何
で
も
商

売
の
ネ
タ
に
な
る
。
当
社
は
ユ
ー
ザ

ー
に
近
い
部
分
に
お
り
、
ニ
ー
ズ
を

吸
い
上
げ
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
か
ら
メ

ー
カ
ー
に
製
品
や
改
良
点
を
提
案
す

れ
ば
、
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
に
な

る
。
チ
ャ
ン
ス
は
逃
さ
な
い
」

　
―
防
草
材
「
雑
草
ア
タ
ッ
ク
」
は

化
学
品
事
業
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で

す
。

　
「
自
然
素
材
だ
け
を
使
っ
た
環
境

配
慮
型
の
製
品
だ
。
施
工
後
の
ひ
び

割
れ
を
防
ぐ
た
め
配
合
す
る
竹
繊
維

は
、
工
場
が
あ
る
北
九
州
市
内
の
放

置
林
か
ら
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伐

採
し
た
竹
を
購
入
し
て
い
る
。
社
員

も
毎
回
参
加
す
る
。

環
境
の
街

で
あ
る
北
九
州
市
に
も
喜
ん
で
も
ら

っ
て
お
り
、
地
域
貢
献
の
一
つ
だ
。

海
外
に
出
て
行
く
企
業
は
あ
る
一
方

で
、
日
本
に
進
出
す
る
海
外
企
業
も

あ
る
。
当
社
は
地
域
に
根
付
き
考
え

て
、
日
本
を
守
る
体
制
を
つ
く
り
た

い
」

環境・地域に貢献するトップランナー企業

製
品
紹
介

Ｄｅｓｉ―Ｃｕｂｅ
超
低
露
点
環
境

　
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
「
Ｄ
ｅ

ｓ
ｉ
―
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
」
は
、
不
活

性
ガ
ス
を
使
わ
ず
に
超
低
露
点

環
境
を
つ
く
り
だ
せ
る
。
医
薬

品
や
電
機
メ
ー
カ
ー
の
工
場
で

使
用
さ
れ
て
い
る
技
術
を
小
型

化
し
た
。
吸
着
剤
を
独
自
技
術

で
ハ
ニ
カ
ム
状
に
巻
き
付
け

た
、
独
自
の
デ
シ
カ
ン
ト
除
湿

ロ
ー
タ
ー
で
除
湿
す
る
。
酸
素

を
含
む
た
め
生
産
時
と
同
じ
環

境
で
実
験
で
き
る
。

　
ま
た
研
究
室
な
ど
に
容
易
に

設
置
で
き
る
小
型
ド
ラ
イ
ル
ー

ム
「
Ｄ
―
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」
も
あ
り

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
と
連
結
や

移
行
も
ス
ム
ー
ズ
だ
。
研
究
か

ら
試
作
、
量
産
ま
で
の
各
段
階

を
一
貫
し
て
整
備
で
き
る
。

環
境
・
省
エ
ネ
製
品
を
世
界
に

西部技研

隈くま扶三郎ふみお社長

【企業概要】
　 所在地 福岡県古
賀市青柳 の 　

社長 隈
扶三郎氏 従業員
人 売上高 億円
（ 年 月期見込み、
単体） 設立 年
月 ＵＲＬ
―

　
―
独
自
の
ハ
ニ
カ
ム
構
造
を
持
つ

全
熱
交
換
機
や
除
湿
器
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
濃

縮
器
な
ど
の
製
品
や
技
術
を
通
じ
て

環
境
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
「

年
間
に
わ
た
り
環
境
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
技
術
を
開
発
・
製

造
し
て
き
た
。
米
国
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
中
国
に
拠
点
を
持
っ
て
お
り
国

内
外
に
販
売
し
て
い
る
。
な
か
で
も

中
国
は
、
省
エ
ネ
能
力
が
高
い
全
熱

交
換
器
や
製
品
を
広
め
た
い
と
考
え

て
、
２
０
０
７
年
に
生
産
拠
点
を
設

け
た
。
欧
米
で
は
空
調
が
セ
ン
ト
ラ

ル
方
式
の
た
め
、
大
型
の
全
熱
交
換

器
の
需
要
が
多
い
」

　
―
中
国
市
場
で
の
狙
い
は
な
ん
で

す
か
。

　
「
日
本
で
製
造
す
る
ほ
か
、
現
地

生
産
す
る
こ
と
で
普
及
を
促
進
す
る

た
め
だ
。
ま
た
中
国
で
は
製
造
業
の

発
展
に
つ
れ
て
、
微
粒
子
や
Ｖ
Ｏ
Ｃ

の
排
出
が
増
加
し
て
い
る
。
有
機
溶

剤
に
対
し
て
も
規

制
が
厳
し
く
な
っ

て
お
り
、
当
社
の

技
術
が
こ
れ
か
ら

も
役
に
立
つ
」

　
―
日
本
国
内
で

の
展
開
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

　
「
特
に
除
湿
器

の
分
野
で
国
内
需

要
は
一
巡
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
技
術

単
独
や
部
品
を
サ

ブ
コ
ン
な
ど
に
納
入
し
て
い
た
が
、

現
在
は
ユ
ー
ザ
ー
に
製
品
と
し
て
直

接
販
売
す
る
戦
略
を
と
っ
て
い
る
」

　
―
ど
の
よ
う
な
製
品
で
す
か
。

　
「
超
低
露
点
コ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ

ル
ー
ム

Ｄ
―
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ

と
、
同

空
気
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス

Ｄ
ｅ
ｓ

ｉ
―
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ

だ
。
成
長
分
野
で

あ
る
電
池
メ
ー
カ
ー
や
大
学
の
研
究

室
に
向
け
た
製
品
で
、
国
際
二
次
電

池
展
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

京
都
大
学
の
革
新
型
蓄
電
池
先
端
科

学
基
礎
研
究
事
業

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

事
業

で
も
当
社
の
設
備
が
使
わ
れ

て
い
る
」

　
―
自
社
の
研
究
開
発
活
動
で
は
ど

う
で
す
か
。

　
「
ゴ
ミ
処
理
場
か
ら
排
出
す
る
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
、
当
社
の

装
置
で
分
離
、
回
収
し
て
機
能
性
樹

脂
を
製
造
す
る
技
術
を
近
畿
大
学
と

飯
塚
市
が
確
立
し
た
。
ま
た
海
外
の

大
手
石
油
会
社
と
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
着
分

野
で
研
究
を
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
」

　
―

年
に
仙
台
市
内
に
開
設
し
た

営
業
所
の
状
況
は
。

　
「
開
設
し
た
の
は
、
社
員
旅
行
で

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
問
し

た
際
に
、
石
巻
の
冷
凍
倉
庫
な
ど
が

津
波
で
流
さ
れ
て
い
る
光
景
を
見
た

こ
と
が
理
由
の
一
つ
だ
。
な
に
か
力

に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え

た
。
一
方
で
現
地
は
復
旧
が
済
ん
だ

段
階
で
、
ま
だ
復
興
は
進
ん
で
い
な

い
。
だ
が
寒
冷
地
で
全
熱
交
換
機
の

需
要
は
大
き
い
た
め
、
今
年
後
半
を

め
ど
に
人
員
体
制
を
増
や
し
て
対
応

し
た
い
」

　
―
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
人
材
が
必
要

に
な
り
ま
す
ね
。

　
「
国
内
の
各
拠
点
で
現
地
の
ス
タ

ッ
フ
を
採
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。

同
時
に
東
京
で
の
新
卒
学
生
の
採
用

活
動
を
久
し
ぶ
り
に
再
開
し
た
。
大

手
企
業
に
比
べ
て
知
名
度
が
低
い
部

分
が
あ
り
苦
労
し
て
い
る
が
、
地
道

に
認
知
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
」

　
―
将
来
の
人
材
育
成
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「

年
か
ら
九
州
大
学
の
留
学
生

に
対
し
て
奨
学
金
を
提
供
し
て
い

る
。
創
業
者
で
あ
る
故
・
隈
利
実
元

社
長
が
世
話
に
な
っ
た
た
め
だ
。

年
に
は
中
国
の
大
学
で
も
奨
学
金
制

度
を
始
め
た
。
南
京
市
の
東
南
大
学

と
常
熟
市
の
常
熟
理
工
学
院
だ
。
合

計

人
程
度
に
給
付
し
て
い
る
。
当

社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業
体

験

受
け
入
れ
も
し
て
い
る
。
当
社

の
地
域
貢
献
の
一
つ
だ
」

　
企
業
に
と
っ
て
社
会
貢
献
は
存
在
意
義
と
も
い
え

る
大
き
な
役
割
の
一
つ
だ
。
企
業
の
社
会
的
責
任

Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
い
う
言
葉
は
浸
透
し
た
が
、
一
方
で

本
業
を
通
じ
た
社
会
貢
献
を
実
現
し
て
い
る
企
業
は

多
く
は
な
い
。
そ
の
な
か
で
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど

分
野
は
異
な
る
が
、
事
業
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
す

る
中
堅
企
業
が
あ
る
。
福
岡
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
企

業
の
経
営
者
二
人
に
聞
い
た
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ３月１２日 火曜日 【企画特集】 （ ）


